
9月29日突然、近畿大学理事長・校友会名誉会長世耕弘
昭先生のご逝去のお知らせを受けただただ驚くばかりでし
た。まだまだお元気で大学の執務にご専念されておられる
ものと思っておりましたのに、誠に無念の思いで一杯でご
ざいます。生前は、私たち校友会に対し、温かいご薫陶とご
指導・ご支援を賜り深甚の謝意を表すと共に、在りし日のお
姿を偲び心からご冥福をお祈り申し上げます。
平成23年度校友会本部定期総会を開催いたしましたと

ころ諸事ご多端のなか大学本部から世耕弘成理事長・校
友会名誉会長、畑博行学長並びに多くの役員・先生方のご
臨席を賜り厚くお礼申し上げます。平素は母校並びに校友
会の発展にご協力、ご尽力を賜り深く感謝申し上げます。
本年3月11日に発生しました国難とも言える未曾有の東

日本大震災に宮城県支部の方々が遭遇し、随分多くの方々
が被災しました。いち早く救援金を募り、宮城県支部にお
届けさせて頂きました。救援募金のご協力ありがとうござ
いました。
大震災が発生してから7ヶ月以上経ちますが、まだまだ
復興が進まぬこの時期に定期総会を開催いたしますのは
誠に心苦しいところでありますが、校友諸先輩の皆様方な
らびにご家族の方々は昨年に引き続き、このように沢山ご
参集頂きました。厚くお礼申し上げます。
さて、校友会の近況につきましては、昨年来、特別委員会
を設置し、校友会の将来像について検討している中から会
則についての審議が取り沙汰され、会則審議委員会に委
ね、その後、執行部会議、幹事会議の議を経て大幅な改正を
行いました。特に、役員の任期は２ヵ年となります。
卒業生総数は、平成22年度（本年3月）の卒業生を入れま

すと約45万有余人となり、現在、活動している支部は、本年
度設立されました3支部を含めて地域支部92、職域支部60、
専門職支部2、同窓会19、支部合計173と梅友会があります。

また、支部・同窓会とは別に支援団体として｢全国経済産
業リーダーズクラブ｣が、母校が推し進めています｢産・官・
学｣連携事業に寄与するため、母校のキャリアセンター、リ
エゾンセンターと協力し、学生の就職並びに各地域産業の
発展のために、また母校と企業間の技術および人的交流を
深めるよう努力しております。
次に大学の近況につきましては、畑学長からお話しがあ

るものと存じますので、割愛させていただきますが、本年新
しく設置されました建築学部を入れますと13学部48学科と
なり、院生を含む学生数は、4万人を上回っています。平成23
年度の入学志願者は11万人を突破し、全国で第2位であっ
たと報告を受けております。また、世界的に著名な素晴らし
い研究が次々と発表され、学生生活の充実と相まって総合
大学として揺るぎなき地位を占めるようになってまいりま
した。
私たち母校は日進月歩素晴らしい発展を遂げています

が、私たち校友会も変えるべきところは変え時代にマッチ
した校友会を構築しなければなりません。そのためには、近
畿大学の卒業生として校友会への帰属意識と校友として
のプライドをしっかりと持ち、自分の職業ならびに地域社
会に貢献することであります。私たち校友会では校友とし
ての証しに徽章を作成し襟に付けています。一人でも多く
の卒業生にこの徽章を付けてもらいたいものです。この徽
章を付けることによりさらに近畿大学の校友としての品位
を保ち、責任ある行動をとり、尊敬され、信頼される校友と
して校友会の発展に寄与すること間違いないでしょう。徽
章については校友会本部あるいは各支部にお言付け下さ
ればと存じます。
最後になりましたが、母校近畿大学のますますの発展と

本日ご参会の皆様方のご健勝とご多幸をお祈りし、ご挨拶
とさせて頂きます。

近　況 近畿大学 学長　畑 博行 平成23年度 
近畿大学校友会定期総会 挨拶

校友会会長 亀岡 弘

今夏も日本列島は猛暑に包まれましたが、校友の皆さ
まにはお変わりなくご壮健にてお過ごしのことと拝察い
たします。
それにしても、3月11日に東北地方、関東地方の太平洋
岸一帯を襲ったいわゆる「東日本大震災」は未曾有の被害
をもたらしました。
復興に莫大な費用を要することは明白で、アメリカの

有名な格付け会社「スタンダード・アンド・プアーズ社」も
わが国の財務の評価を3Ａマイナスから一段階下の2Ａに
格下げすると発表しています。それに加えて、今回の豪雨
と台風の襲来です。これもわが国の経済に甚大な悪影響
を及ぼすことは間違いないでしょう。
このように、今日の日本を取り巻く状況はきわめて厳

しいものがありますが、翻って、わが近畿大学の状況はど
んなものでしょうか。以下、近畿大学の近況について校友
の皆さまに若干のご報告をいたしたいと存じます。
まず、明るいニュースとしては、農学部が管理栄養士国
家試験の合格者100％を達成したということ、水産研究所
が日清食品の創業者故安藤百福氏の偉業を顕彰する安藤
百福賞大賞を受賞したことなどでしょう。水産研究所は、
それと同時に平成22年関西元気文化圏賞特別賞を受賞し
たことも特筆に値すると思います。このように、水産研究
所は色々と近畿大学の名を高めてくれています。
クロマグロの完全養殖などと並んで、本学の研究力を
内外に知らしめた研究成果の一つは次世代バイオ・リサ
イクル燃料「バイオコークス」の開発でしょう。石炭コーク
スの18.9％を茶かす、コーヒーかす、雑草などの廃棄物を
原料に製造したバイオコークスが代替できることを㈱ナ
ニワ炉機研究所などの企業との共同実証試験で立証して
います。いずれ実用化の日も近いと思われますが、これが
実現されれば、地球温暖化防止、二酸化炭素の排出削減を
目指す国際社会の要請に応えることは間違いありません。

余談ですが、研究・教育面での本学の目覚しい業績、学
生諸君のスポーツの課外活動での優秀な実績のお蔭で、
社会における近畿大学の評価は随分高くなっています。
参考までに、㈱リクルートが2012年3月卒業予定の高校生
を対象に実施した「進学ブランド力調査2011」の『高校生
に聞いた大学ブランドランキング』をご紹介します。
【知名度】
1位 近畿大学、2位 関西大学、3位 同志社大学

【親しみやすい】
1位 近畿大学、2位 関西大学、3位 関西学院大学

【志願度】
1位 関西大学、2位 近畿大学、3位 神戸大学

（以上いずれも関西エリア）
となっています。因みに、本学23年度の入試志願者総数は
11万人を超えています。
以上、簡単ではございますが、ご笑覧くだされば幸いで

す、最後になりましたが、校友の皆さまのご健勝とますま
すのご発展を念じ、ご報告を終わりたいと存じます。

近畿大学校友会報 vol .47（平成23年10月16日）

43

p03-04.indd   3-4p03-04.indd   3-4 2011/11/24   11:30:132011/11/24   11:30:13


